
わ

と

じ

保

存

し

ま

し

て

辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
や
お
盆
帰
省
客
な
ど
、

A

二

C
C

O
人
余
り

の
人
た
ち

で
に
ぎ
わ

い

ま

し

た。

第 73号

11 

大頭

ゴ二

生
文
雄
一
行
招
い

。
。
人
余
り
の
人

1
1

司一、

.，r.，え

恒
例
げ
に
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
祭

り
」
が
、
八
月
卜
凹
日
(
水
)
河

ヌう瓦昭和60年 8月30日(1) 

主ミニ
こ
の
催

し
は
か
ふ

る
さ
と
祭

り
実
行
委

員
会
w

が

主

催

し

「
村
お
こ

し
の
原
動

力
と
、
お

盆
帰
省
客

の
人
た
ち

に
ふ
る
さ

河辺村公民館

密 (0893)39-2111

内線 26・27

川印刷邸

吉田町北 j、路

fl: (08955) 2 -0600 

と
の
良
さ
を
見
な
お
し
て
も
ら
お

う
」
と
開
い
た
も
の
で
、
今
年
で

コ
一
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
五
時
か
ら
、
商
工
会
青
年

部
と
村
振
興
青
年
会
議
の
グ
夜
日
々

が
出
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
ゴ
ナ
ど

も
宝
さ
が
し
。
や
か
青
年
ペ
ン
ド

コ
コ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
ま
た

グ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
6

で
は
、
プ
ロ

歌
手
大
塚
さ
ん
、
竹
下
さ
ん
に
特

別
審
査
委
員
を
依
頼
し
、
出
場
者

十
九
名
が
歌
唱
力
を
競
い
合
い
ま

し
た
。ま
た
、
今
年
注
目
の
イ
ベ
ン
ト

か
河
辺
音
頭
発
表
会
。
で
は
作
詩

入
賞
者
の
表
彰
が
あ
り
、
大
野
村

長
か
ら
優
秀
作
の
戸
田
薫
明
氏
、

佳
作
の
片
山
福
義
氏
、
藤
井
冬
海

氏
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
か
歌
謡

シ
ョ

1
4
で
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

専
属
歌
手
の
大
塚
文
雄
さ
ん
と
歌

手
竹
ド
京
子
さ
ん
の
迫
力
あ
る
ナ

マ
の
声
で
、
民
謡
と
演
歌
を
間
近

か
に
聞
く
と
、
さ
す
が
プ
ロ
の
声

は
す
ば
ら
し
い
と
、
観
客
を
う
っ

よ

う
)

人のうごさ
(昭和60年自円 I<-J財布I

世帯数 588戸

男子 1，001人

女子 9!1<JA 

計 1，945人

S59， 8， 1~1 ， 976(- 31) 

558， 8， 1~2 ， 027(- 82) 

557， 8， 1~2 ， 061(-1l6) 

S 56. 自由 1 ~2 ， 108( -163) 

555， 8， 1~2 ， 162(-217) 

と
り
さ
せ
、
山
の
中
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
を
し
ば
し
忘

れ
さ
せ
ら
れ
た
夢
の
中
の
出
来
事

か
の
よ
う
で
し
た
。

ま
た
そ

ω後
、
大
塚
文
雄
さ
ん

が
生
の
声
で
た
っ
ぷ
り
と
河
辺
音

頭
を
披
露
、
歌
に
合
せ
て
宮
川
和

扇
さ
ん
の
振
り
付
け
の
踊
り
が
発

表
さ
れ
る
と
、
全
員
か
た
ず
を
飲

ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

村
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

こ
の
汐
河
辺
音
頭
。
は
好
評
で
。
納

涼
盆
お
ど
り
。
は
、
大
勢
の
人
た

ち
で
踊
り
の
輪
が
広
が
り
大
盛
況

で
し
た
。

「
お
あ
し
す
運
動
を

ノ
一
す
す
め
よ
う
c
」
「
あ
い

J

P

J

F

 

j
二
一
さ
つ
を
し
よ
う
。
」
河
辺

二
同
一
一
村
内
心
道
官
に
L
M
つ

広
岡
山
(
生
徒
指
導
部
設
置
)

時
万
開
標
柱
の
言
葉
で
あ
る
。

ア-‘
k
I
品
「
@
は
よ
う
ご
ざ
い

時

e

日目

指

時

ま

す

o
」
(
素
直
な
心
)

「
@
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

(
感
謝
の
心
)
「

O
つ
れ
い
し
ま

す
。
」
(
謙
譲
の
心
)
「
⑦
み
ま
せ

ん
。
」
(
反
省
の
、
む
)
な
ど
、

あ
い
さ
つ
は
、
人
間
関
係
の
入
り

口
で
あ
り
、
人
間

ω生
活
習
慣
。

態
度
づ
く
り
の
基
本
だ
と
思
う
。

挨
拶
は
、
心
と
心
を
結
ぶ
愛
の

か
け
橋
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

私
た
ち
は
、
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
人

間
性
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

挨
拶
が
素
直
に
言
え
る
よ
う
に

ぜ
ひ
、
こ
の
運
動
を
、
子
供
た
ち

に
徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
視
の
模

範
が
必
要
で
あ
る
乙
と
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
こ
の
運
動
を

推
進
し
、
人
間
関
係
を
よ
り
強
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
近
隣
の
グ
ル
ー
プ
や

公
民
館
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
親
密
な

人
間
関
係
を
発
展
さ
せ
、
河
辺
村

民
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
か
ろ
う
か
。

(S)



(2) 

今
年
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は
、

村
民
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
日
と

な
り
ま
し
た
。

村
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
グ
河
辺

音
頭
十
を
元
に
、
一
人
/
¥
が
ふ

@
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者

昭和60年 8月30日

(
出
場
者
十
九
名
)

O
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

佐
伯
武
文
さ
ん

O
熱
演
賞
稲
森
久
美
子
さ
ん

子
茂
田
清
子
さ
ん

上

林

忍

さ

ん

O
特
別
賞
山
崎
明
男
さ
ん

神大肱稲
111 
成町谷

神

お

礼

Jミわカ瓦第 73号

納

る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
て
、
村

お
こ
し
の
各
分
野
に
お
い
て
今

後
、
村
民
が
一
致
協
力
し
て
推
進

で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

ま
た
、
河
辺
音
頭
誕
生
を
祝
う

発
表
会
を
催
す
に
あ
た
り
、
村
内

外
の
方
々
か
ら
御
寄
附
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

納



第 73号

意
欲
ま
す
ま
す
さ
か
ん

8

高
齢
者
教
室
。

四
ヶ
所
で

J丈

今
年
度
の
取
り
組
み
は
、
開
講

式
と
開
講
式
の
三
回
の
み
公
民
館

本
位
で
実
喝
し
、
そ
の
後
、
各
地

区
で
三
回
、
ず
つ
勉
強
会
を
開
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
主
に
、
健
康
、
つ
く
り
、

ボ
ケ
予
防
、
一
二
世
代
交
流
、
同
和

教
育
な
ど
・
・
・

意
欲
あ
ふ
れ
る
テ

i
マ
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

。
植
松
高
齢
者
数
室

7
月
四
日

1

開
講
式

講
演
ボ
ケ
な
い
た
め
に

河
辺
音
頭

ω踊
り
実
背

8
月

日

1

小
学
生
と
交
流
会

9
月

日

1

老
人
病
の
知
識

同
和
教
育
と
高
齢

者
の
役
割
り

日

月

日

1

高
齢
省
運
動
会

3
月

日

1

講
演
間
講
式

。
披
本
高
齢
者
教
室

7
月
日

Eri--，
開
講
式

講
演
瞬
り
実
習

健
康
と
食
事

血
圧
測
定

高
齢
者
運
動
会

奉
仕
作
業

講
演
間
帯
式

わミ
昭和60年 8月30日

9 
月

日

日
月
ロ
月
3
月

日日L1 

(3) 

。
大
伍
高
齢
者
教
室

7
月
刊
日

1

開
講
式

講
演
踊
り
実
習

9
月

日

i
講
演
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
策

日

月

日

i
高
齢
者
運
動
会

日

月

日

i

一
二
位
代
ク
口
ツ
ケ
l

カ
ラ
オ
ケ
大
会

3
月

日

t
講
演
開
講
式

。
北
平
高
齢
者
教
室

7
月
四

H
i
開
講
式

講
演
踊
り
実
習

9
月
日
(
)
薬
草
と
健
康
づ
く
り

ク
ロ
ッ
ケ

i

M
月

日

i
同
和
教
育

日

月

日

1
高
齢
者
運
動
会

3
月

u
i
講

演

岡

市

講

メ

?
心
中
心
中
Eb
つ
J
U

つ
心
中
J
U

中
心
中
心
中
・
iGOB-凸

父
母
の
教
室
を
開
講

昨
年
度
は
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
的
な
内
容
を
多
く
取
り
入
れ
て

い
ま
し
た
が
、
六
十
年
度
は
、
各

単
位
の
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
人

に
一
ヶ
所
へ
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
学
習
的
な
も
の
で
、
し
っ
か

り
勉
強
し
て
い
た
だ
く
事
に
し
ま

し
た
。
左
記
の
通
り
実
施
致
し
ま

す
の
で
、
開
歳
未
満
の
お
子
さ

λ

を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
も
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

学
習
計
画

6
月

1
開
講
式

分
館
対
抗
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
企
が
、
七
月

二
十
三
日
午
後
七

時
か
ら
、
河
辺
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
行
わ
れ

宇
品

1
u
h
~

。

ナ
イ
タ

i
ソ
フ

ト
大
会
は
三
年
目

を
迎
え
、
今
年
は

各

分

館

で

青

年

チ

l
ム
(
一
一
一
十
九

歳
以
下
)
と
、
壮

年
チ

l
ム
(
四
十
歳
以
上
)
の
二

チ
1
ム
を
編
成
し
て
、
リ
ー
グ
戦

に
よ
り
熱
戦
が
展
晴
さ
れ
ま
し

た

な
か
で
も
、
北
平
分
館
チ

l
ム

の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
青
年
・

壮
年
チ

l
ム
叫
ん
ハ
に
守
備
。
攻
撃
に

優
れ
、
三
勝
無
敗
と
い
う
好
成
績

を
ト
げ
、
分
館
長
の
胴
仁
げ
風
景

も
見
ら
れ
る
な
ど
喜
び
に
わ
い
て

い
ま
し
た
。

h
γ
λ
υ
ハγ
・λυ
ハγ
・λν
ハγ
λ
υ
円，

fλυ
円

r
・λυ
η
r
j
u
n
f
ム
U
〈

γ
λ
ν
n
y
人
〉

請
出
「
父
母
の
役
割
り
」

7
月

1
自
然
に
学
ぶ

8
月

i
老
人
に
学
ぷ
遊
具
、
つ
く
り

日
月

1
お
や
つ
作
り

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

日
月
(
)
身
近
な
差
別
に
つ
い
て

ロ
月

i
講
演
-i

読
書
好
き
な
子
供

に
す
る
に
は
」

2
月

1
郷
土
史
を
学
ぶ

成
績
は
次
の
と
お
り

(壮年の部 青年の部

432  1 j位!領 432  1 位I1原
1I II II 位 II II II 也

坂本柏松伍大北平 分 伍大坂本松植北平 分

II II II亀 立山 II II I! 分 館
館

勝。三勝一勝ー勝。コ 勝 勝。て勝勝ー勝O コ
勝

敗敗敗敗 敗涼しいナイタ一戦が好評でした

iお錫
ヰヒグ〉己(!庄

三Fで
語さ
カ〈つ

f憂jご
嬰ざ

警2
5す

八
月
-
一
十
八
日
の
喜
多
郡
公
民

館
研
究
大
会
に
お
い
て
、
北
平
分

館
が
優
良
分
館
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
竹
田
郡
公
連
会
長
か
ら
福
田

公
館
が
代
表
し
賞
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
積
極
的
に
取
り
く
み
、
そ

の
成
果
が
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
c

今
後
も
、
ま
す
ノ
¥
活
発
な
活

動
展
開
刊
が
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
り
ま

す。『ブ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月

二
十
一
日
か
ら
一
二
十
日
ま
で
の
十

日
間
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

正

L
い
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



(4) 

今

年

は

じ

め

て
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
と
り
入

れ
た
分
館
対
抗
試

合
が
、
七
月
二
十

一
日
、
河
辺
中
学

校
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し

た
各
分
館
と
も
は

じ
め
て
の
試
み

で
、
普
通
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
違
い
ボ

l
ル
が
や

わ
ら
か
く
、
力
ま
か
せ
に
打
ち
込

ん
で
も
思
う
所
に
飛
ば
せ
な
い
の

ωム
川

、

J
/
心
ハ

一大会
坂本分館
植松分館

昭和60年 8月3011

初のレクバ

擾勝(長

Jてわ

+ 
で'
、哩由

あ

しミ

ち瓦

診
療
所
長

第 73号

で
、
最
初
と
ま
ど
う
様
子
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
ボ

l
ル
に

慣
れ
て
選
手
・
補
欠
の
区
別
な
く

全
員
が
こ
こ
ち
良
い
汗
を
か
く
プ

レ
ー
が
で
き
、
こ
の
種
目
の
採
用

意
義
は
充
分
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す。
一
方
、
若
い
人
の
中
に
は
や
や

迫
力
に
欠
け
る
点
で
多
少
不
満
の

声
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ケ
ガ
人
も
な
く
、
誰
で
も
、
何

人
多
く
い
て
も
プ
レ
ー
が
で
き
る

こ
の
利
点
、
高
年
齢
層
に
は
喜
ば

れ
ま
し
た
。

今
後
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
広
が
り

を
図
る
上
で
ひ
ろ
め
て
い
き
た
い

。
6
h
/ゅ
の
/
句
。
/
h
v
h
/
q
h
/
h
V
J
J
b
r
j
/心

き

ず〉宮

勉

1
 
1
 

官

a
gノ

七
月
一
日
付
で
、
河
辺
診
療
所

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
宮
川
勉

(
三
十
二
歳
)
で
す
。
豊
か
な
緑

と
混
か
な
人
情
の
残
る
当
地
に
勤

務
で
き
で
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す。
日
本
は
世
界
で
も
最
長
寿
国
と

な
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
い
高

齢
化
社
会
の
事
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
河
辺
村
は
す
で
に
そ

の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
働
く
職
場
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
お
年
寄
り
に
で
き
る

だ
け
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

種
目
で
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り

女 子 「房一 子

432  1 !位|贋 432  1 11贋
万 JJ JJ 位 JJ JJ JJ {ji: 位

北坂大植松 分
北大植坂 分

平本伍 平伍松本

JJ JJ }J 乙ベふ 館 JJ }J JJ義 館
館

0--:ー 勝
勝。二勝一勝一勝。二

勝

勝敗コ 勝敗ー 勝敗勝O 敗
敗 敗敗敗敗 敗

も
ら
う
よ
う
に
、
皆
ん
な
で
が
ん

ば
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す。
専
門
は
小
児
科
で
す
が
、
内

科
@
外
科
も
研
修
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
存
じ
ま
す
。

時
間
外
で
も
急
病
の
場
合
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

1

1
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

l
!

専

攻

小

児

科

前
赴
任
先
愛
大
医
学
部
医
局

生
年
月
日

s
m
o
口
@
6
生

趣

味

ア

マ

チ

ュ

ア

無

線

読
書
@
野
球

妻
・
長
男
・
長
女
の

四
人
家
族

家
族
構
成

現
在
の
診
療

所
は
、
木
造
平

屋
建
で
老
朽
化

も
著
し
く
、
診

療
に
支
障
を
来

し

て

い

る

た

め
、
昭
和
六
十

年
度
事
業
で
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
約
五

七
二
平
方
メ
ー

ト
ル
を
計
画
。

内
容
は
、
一

階
が
歯
科
診
療
室
と
病
室
を
六

床
、
二
階
が
従
来
の
診
療
室
、
物
療

室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
な
ど
、
二
一
階
に

は
医
師
住
宅
を
建
築
す
る
予
定
で

着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

河
辺
村
む
療
所

完
成
予
想
関

す
。
新
装
な
る
診
療
所
に
は
、
村

民
の
皆
様
が
久
し
く
待
望
さ
れ
て

お
り
ま
す
歯
科
診
療
も
開
設
し
、

総
合
的
に
健
康
管
理
が
出
来
る
施

設
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
の
お
役

に
立
つ
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す

の
で
ど
う
か
御
期
待
下
さ
い
。
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昭
和
六
十
年
十
月

今
日
現
在
で
全
国
一

A

斉
に
国
勢
調
査
が
行

…
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

…
査
で
は
、
町
和
六
十

一
年
十
月
一
日
現
在
我

…
が
固
に
、
ふ
だ
ん
住

一
ん
で
い
る
す
べ
て
の

…
人
が
対
象
に
な
り
ま

…す。
山
国
や
地
方
公
共
団

μ

体
(
市
町
村
)
が
的

日
一
確
に
行
政
を
進
め
る

王
た
め
に
は
、
我
が
日
出

~
「
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
閏
勢
調
査
は
、
こ
う
し
た

行
政
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票

は
、
市
区
町
村
、
都
道
府
県
を
経

て
す
べ
て
総
務
庁
統
計
セ
ン
タ
ー

に
集
め
ら
れ
厳
重
に
管
理
さ
れ
、

集
計
に
使
わ
れ
ま
す
。
集
計
が
完

了
す
る
と
完
全
に
溶
か
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
調
査
票
に

書
か
れ
た
こ
と
が
ら
が
外
部
に
も

れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

過
去
の
司
勢
調
査
に
よ
る
河
辺

村
の
人
円
の
推
移
が
左
阿
の
よ
う

帯

同

旧

川

町

的

叫

U

O

U

世

割

引

川

町

日

刊

刈

叩

川

数帯
男
女

世【
園
田

J丈わ1;瓦昭和60年 8月30日

調

草3540 45 50 55 

(5) 

人

4刷。

1.0日。

3.000 

2.000 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
で
み
る

と
人
口
は
減
少
し
て
き
で
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
国
づ
く
り
、
町
づ
く

り
、
ひ
い
て
は
河
辺
づ
く
り
の
た

め
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
一
ロ
メ
モ
〉

国
際
連
合
の
資
料
に
よ
る
と
、

一
九
七
五
年

1
一
九
八
四
年
に
一

九

O
を
超
え
る
園
、
地
域
で
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
勢

調
査
の
歴
史
は
古
ノ
¥
十
八
世
紀

末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

日
本
(
大
正
9
)

1 1 1 1 

l9887 2 009 
o 1 1 0 
年年年年

i
戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
1

次
に
該
当
す
る
方
は
第
四
回
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

も
れ
な
く
請
求
し
て
下
さ
い
。

①
第
二
回
又
は
第
三
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
者

で
あ
っ
て
、
昭
和
六
十
年
目
月
一

日
に
お
い
て
同
一
の
戦
没
者
に
つ

き
、
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等

の
受
給
権
者
が
い
な
い
も
の
。

②
第
一
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
を
取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
、

そ
の
後
司
-
の
戦
没
者
に
つ
き
遺

族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等
の
受
給

権
者
が
生
じ
た
た
め
、
第
二
回
及

下
第
三
田
特
別
弔
慰
金
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
が
、
六
十
年
四
月
一

目

前

に

、

こ

れ

ら

年

金

等

の

受

給

る

と

六

ヶ

月

以

下

の

懲

役

ま

た

権

を

有

す

る

者

が

す

べ

て

失

権

は

、

三

十

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

し

、

六

十

年

四

月

一

日

に

お

い

て

、

せ

ら

れ

た

り

、

税

法

上

の

特

典

が

こ

れ

ら

年

金

等

の

受

給

権

者

が

い

う

け

ら

れ

な

く

な

っ

た

り

す

る

こ

な

い

も

の

。

と

が

あ

り

ま

す

の

で

、

必

ず

届

出

③

昭

和

五

十

四

年

四

月

一

日

ま

で

を

し

て

く

だ

さ

い

。

届

出

を

必

に

弔

慰

金

の

受

給

権

を

取

得

し

た

要

と

す

る

土

地

取

引

の

面

積

は

次

者

で

あ

っ

て

、

昭

和

五

十

四

年

四

の

規

模

以

上

の

も

の

と

な

っ

て

い

月

二

日

か

ら

六

十

年

同

月

一

日

ま

ま

す

。

で
に
同
一
の
戦
没
者
に
つ
い
て
、

O
都
市
計
画
法
で
定
め
ら
れ
た
市

遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等
の
受
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
街
化
区
域
内
の
土
地

給

権

を

有

す

る

者

が

す

べ

て

失

権

し

よ

う

と

す

る

時

は

「

国

土

利

用

て

千

平

方

メ

ー

ト

ル

し
、
六
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て
計
画
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
、

O
市
街
化

K
域
以
外
の
都
市
計
画

こ
れ
ら
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
週
区
域
内
の
土
地

な

い

も

の

。

間

前

ま

で

に

、

そ

の

土

地

が

所

在

五

千

平

方

メ

ー

ト

ル

④
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
白
か
ら
す
る
市
町
村
を
経
由
し
て
知
事
に

O
都
市
計
両
区
域
以
外
の
上
地

六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰
金
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

J

万
平
方
メ
ー
ト
ル

の

受

給

を

取

得

し

た

者

。

ん

。

※

詳

し

く

は

県

庁

都

市

計

一

同

課

ま

ω六
十
年
四
月
}
日
に
お
い
て
、
こ
の
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
た
は
建
設
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

同
一
の
戦
没
者
に
つ
い
て
遺
族
年
引
を
し
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
い
。

吋
E
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
E
E
l
-
3
2
0
3
3
3
3
3
3
1
3
3
3
3
3
1
1
3
3
3
3

…
同
話
教
育
シ
リ
j
ズ
8
対
局
で
、
一
干
年
来
の
宿
敵
関
根
た
彼
は
、
様
、
々
な
形
で
笑
い
者
に
一

明

。

八

段

を

破

り

、

実

力

日

本

一

に

な

さ

れ

、

馬

鹿

に

さ

れ

、

さ

げ

す

ま

同

時
名
人
に
な
れ
な
か
っ
た
り
ま
し
た
が
、
「
名
人
」
位
は
、
箱
れ
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
闘
い
を
一

一

坂

田

三

吉

根

を

越

さ

ず

、

結

局

、

関

根

八

段

挑

み

続

け

た

と

い

う

こ

と

は

、

た

一

が

襲

名

し

ま

し

た

。

だ

盤

面

上

の

棋

戦

に

と

ど

ま

ら

判

一
「
ふ
げ
ば
飛
ぶ
よ
う
な
、
将
棋
日
本
一
心
実
力
が
あ
り
な
が
ず
、
巨
大
な
社
会
の
孟
圧
と
の
闘
中

叫
の
駒
に

l
」
と
は
、
昭
和
三
七
年
ら
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
末
に
い
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
な
け
れ
ば
問

中

に

大

ヒ

ッ

ト

し

た

、

村

田

英

雄

の

な

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

な

り

ま

せ

ん

。

一

一
演
歌
「
王
将
」
の
一
節
で
す
。
「
王
そ
れ
は
、
表
面
上
の
理
由
は
な
(
同
和
教
育
協
議
会
河
辺
支
部
)
叩

一

将

」

は

、

芝

居

に

、

映

画

に

、

テ

ん

で

あ

れ

、

そ

れ

を

阻

み

さ

え

均

一
レ
ビ
に
と
、
阪
妻
を
は
じ
め
と
す
ぎ
っ
た
根
屈
に
は
、
彼
が
被
差
別
な
お
翌
年
、
高
橋
龍
太
郎
ら
一

時
る
名
棲
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
部
落
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
関
西
の
有
志
八
十
数
人
の
熱
烈
な
同

一
演
じ
ら
れ
、
茶
の
間
の
す
み
ず
み
あ
っ
た
の
で
す
。
声
援
で
、
前
例
の
な
い
「
関
西
名
担

問
ま
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
ご
存
じ
教
育
の
機
会
均
等
の
権
利
に
背
人
」
声
明
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
中

叫
の
よ
う
に
、
彼
は
、
東
西
対
抗
の
か
れ
、
読
み
か
き
も
出
来
な
か
っ
付
記
し
て
お
き
ま
す
。
一

・ャ
E
P
E
O古
O
E
P
E
P
E内
V
E
P
E
P
E守
E
n古
O
E
O
E
P
E
P
E
O
E
O
E
O
Eの
3
0
E
P
E申
E
P
Eの
B
O
B
O
E
0
3
2
0
n
V
4
0
0
E
O
E
O
E骨
E
O
E
O
E
P
E
Oる

金
、
公
務
扶
助
料
等
の
受
給
権
者

が
い
な
い
も
の
。

判
弔
慰
金
の
受
給
権
の
み
を
取
得

し
た
も
の
。

お
問
い
合
せ
は
河
辺
村
役
場

福
祉
課
へ
。

土
地
取
引
に
は

属
出
を
ノ
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か
い
た
汗
も
さ
わ
や
か
に
ひ
く

季
節
、
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
す
。

私
た
ち
の
身
体
は
、
使
わ
な
い

で
い
る
と
機
能
が
衰
え
て
減
退
し

て
い
き
ま
す
。
適
度
に
使
っ
て
こ

そ
、
維
持
。
増
強
さ
れ
る
の
で
す
。

運
動
不
足
は
、
体
力
の
低
下
、

老
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
中
年
す

ぎ
の
運
動
不
足
は
h

成
人
病
の
話
国

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

①
た
く
さ
ん
歩
こ
う
。

ジ
ョ
、
ギ
ン
グ
の
よ
う
に
眼
素
を

も
沢
民
宮
弘
前

Z
ω
e
t
u
n
Z
H
f
H
Z
H
E
ω
Q
Z
H
Z
H
3白
U
昭

一
植
物
シ
り
j
ズ
M
W

シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
(
キ
ン
ポ
I
ゲ
科
)

J丈わi:J瓦

秋
の
山
野
を
歩
い
て
い
て
、

時
折
出
合
う
美
し
い
花
で
あ

る
。
は
じ
め
て
の
人
は
、
こ
れ

が
野
草
か
と
思
う
程
、
淡
紅
色

で
菊
の
よ
う
な
大
き
な
花
を
平

聞
す
ろ
。

全
聞
の
山
野
に
生
え
る
多
年

草
で
、
長
い
地
下
茎
を
引
い
て

繁
殖
す
る
。
漢
字
名
は
「
秋
明

菊
」
で
、
秋
に
開
H

化
し
、
さ
わ

や
か
に
見
え
る
意
味
と
い
う
。

ま
た
、
別
名
の
ギ
ブ
ネ
ギ
ク
は

「
貴
船
の
神
輿
を
拝
せ
ん
と
鞍

潟
の
奥
に
入
り
貴
船
社
の
後
ろ

f
qわ
凶
市
q
b
u

第 73号

体
内
に
た
く
さ
ん
と
り
入
れ
る
運

動
は
肺
の
働
き
を
よ
く
す
る
と
と

も
に
、
心
臓
が
強
く
収
縮
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
、
今
回
に
な
タ
く
の

血
液
を
送
り
出
せ
ま
す
。

②
日
常
生
活
に
運
動
を
と
り
入
れ

レ品、っ。私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
心
配

事
や
悩
み
が
つ
き
も
の
で
す
。
精

神
的
ス
ト
レ
ス
は
、
不
眠
・
胃
腸

障
害
@
肩
こ
り
の
原
悶
に
も
な
り

ま
す
。
運
動
に
よ
っ
て
、
ス
ト
レ

ス
解
消
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
軽
い
体
操
を
毎
日
し
よ
う
。

「
ひ
ま
に
な
っ
た
ら
運
動
を
し

で
こ
れ
を
発
見
云
々
」
に
よ
る

と
古
書
は
伝
え
て
い
る
。

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
、
特
に
叫

「
茶
の
湯
」
の
花
と
し
て
珍
重
目

さ
れ
た
。
後
に
は
欧
州
に
も
紹

m

介
さ
れ
、
ジ
ャ
パ
一
一

l
ズ
。
ァ

ネ
モ
ネ
の
名
、
が
あ
る
。
河
辺
に

は
大
中
山
、
百
合
谷
、
神
納
な

ど
に
小
群
落
が
あ
り
、
特
に
天

神
社
裏
山
の
も
の
は
大
形
で
美

し
い
。

子可レ"'"ν々~ト可シ勺ド可シ月ト""'勺"レペ子、￡νペ~必〆-c，

奇

-
P
J
い
¥
ヲ
ふ
¥
ヲ

ι¥サ
ι、、リ
ι¥叶/ヤゐ
/
V
¥
ω
J
J
μ
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吾
れ
と
妻
さ
さ
や
か
に
生
き
て
幾
歳
月

此
の
安
ら
ぎ
を
明
日
に
護
ら
む

栗
木
蔭
土
用
半
ば
に
秋
の
風

草
刈
る
ひ
ま
の
休
む
は
だ
え
に

日
々
つ
づ
く
暑
さ
に
堪
え
て
夜
露
ま
ち

涼
し
さ
誘
う
夕
顔
の
花

朝
な
タ
開
平
や
香
焚
き
語
り
か
け

お
経
と
な
え
て
今
日
も
過
ぎ
行
く

か

ろ

や

か

に

浴

衣

で

踊

る

夏

の

夜

の

目

河

辺

音

頭

の

太

鼓

が

響

く

♂

ヤ
品
/
ぞ
9
4
¥ザ
や
み
/
ぞ
ゐ
/
ぞ
+
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骨
+
+
t
v
+
ゃ
う
や
守
骨
う
骨
+
ふ
¥
ザ
岳
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P

9

6

争
昨
+
k
-

ょ
う
」
と
考
え
て
い
た
の
で
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
気
持
悪
い
だ
け
で

い
つ
に
な
っ
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
な
ノ
¥
サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中
毒
な
ど

食
事
時
間
と
同
じ
よ
う
に
運
動
時
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

間
を
決
め
、
汗
を
か
く
程
度
に
、
ゴ
キ
ブ
リ
に
悩
む
方
は
、
次
の

し
か
も
、
翌
日
に
疲
れ
を
残
さ
な
方
法
を
と
っ
て
み
て
下
さ
い
。

い

の

が

適

量

で

す

。

五

分

で

も

い

ホ

l
サ
ン
二
五

0
グ
ラ
ム
、
玉

い
の
で
す
か
ら
毎
日
続
け
て
下
さ
ね
ぎ
の
お
ろ
し
た
も
の
大
さ
じ
一

い

。

杯

、

砂

糖

大

二

、

メ

リ

ケ

ン

粉

一

④
で
き
れ
ば
全
身
運
動
を
。
カ
ッ
プ
を
牛
乳
で
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い

運
動
は
、
骨
に
刺
激
を
与
え
て
に
柔
ら
か
く
練
る
。
小
さ
な
だ
ん

丈
夫
な
骨
を
つ
く
り
、
神
経
の
働
ご
を
作
っ
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
ケ

l

き
を
高
め
ま
す
。
手
足
を
動
か
す
ス
に
入
れ
る
。
台
所
、
引
き
出
し

だ
げ
と
か
、
腹
筋
だ
け
で
な
く
、
な
ど
に
置
い
て
お
く
。
効
力
は
約

歩
く
、
走
る
、
水
泳
、
な
わ
と
び
一
年
。
即
実
行
し
て
下
さ
い
。

な
ど
の
全
身
運
動
を
心
が
け
ま

ー
し
ト
品
、
P

円ノ。 雪之生呂J、よよ
耳

キ

ブ

リ全
滅
作
戦

夜
半
に
パ
ッ
と
電
気
を
つ
げ
る

と
台
所
は
ゴ
キ
ブ
リ
の
大
運
動
会

な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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す
お
龍
生
お
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う
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が
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に
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上こ
れ
は
揮
で
し
ょ
う
?

わ
た
し
の
家
の
細
で
取
れ
た

か
ジ
ャ
ン
ボ
キ
ュ
ウ
リ
。

し
か
も
双
子
な
ん
で
す
よ
1

長
さ
叫
叩
@
重
さ
3
同

(
帯
江
の
上
川
み
ど
り
ち
ゃ
ん
〉


